
今
秋
今
秋  

表
彰
を
受
け
ら
れ
た
方
々

表
彰
を
受
け
ら
れ
た
方
々

富
山
県
建
築
文
化
賞
建
築
功
労
賞稗

苗
　
良
二 

氏
（
富
山
支
部
）

国
保
事
業
功
労
者
表
彰

髙
見
　
雅
志 

氏
（
井
波
支
部
）

す
ぐ
れ
た
技
能
者
表
彰

城
　
　
良
則 

氏
（
魚
津
支
部
）

　
　
　
〃

高
岡
　
亮
輔 

氏
（
新
湊
支
部
）

伝
統
的
技
能
者
表
彰

髙
見
　
雅
志 

氏
（
井
波
支
部
）

富
山
市
技
能
勤
労
者
表
彰

下
島
　
達
雄 

氏
（
八
尾
支
部
）

全建総連  第63回定期大会開催

賃金・単価引き上げ、働き方
改革対策に取り組むために

全
建
総
連
第
63
回
定
期
大
会
が

令
和
４
年
10
月
19
日
か
ら
21
日
ま

で
の
徳
島
県
徳
島
市
の
「
ア
ス

テ
ィ
と
く
し
ま
」
が
本
会
場
と
な

り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

本
大
会
は
３
年
ぶ
り
の
実
開
催

と
な
り
、
い
ま
だ
コ
ロ
ナ
禍
の
影

響
が
残
る
な
か
、
人
数
制
限
と
感

染
症
対
策
を
実
施
し
、
全
国
50
県

連
組
合
か
ら
の
総
勢
1
，1
5
2
名

の
参
加
の
も
と
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

1
日
目
の
本
会
議
で
は
議
長
等

大
会
役
員
選
任
、
物
故
者
に
対
す

る
黙
禱
の
後
、
第
62
年
度
の
経
過

報
告
、
決
算
報
告
、
第
63
年
度
の

運
動
方
針
、
予
算
案
が
執
行
部
よ

り
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

2
日
目
は
会
場
を

分
け
分
科
会
が
行
わ

れ
、
参
加
者
か
ら
の

事
例
発
表
や
意
見
交

換
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

３
日
目
は
本
会
場

に
参
加
者
が
集
合
し
、

前
日
の
分
科
会
の
結

果
報
告
の
後
、
第
63

年
度
の
運
動
方
針
、

予
算
案
の
討
議
が
行

わ
れ
、
い
ず
れ
も
原

案
ど
お
り
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

こ
の
後
、
第
63
年

度
の
役
員
の
選
出
が

な
さ
れ
、
本
県
連
か

ら
は
第
62
年
度
に
引

き
続
き
根
塚
会
長
が

副
中
央
執
行
委
員
長

に
、
西
野
副
会
長
が

中
央
執
行
委
員
（
財

政
）
に
選
任
さ
れ
ま

し
た
。

最
後
に
大
会
宣
言

を
採
択
し
、
ガ
ン
バ

ロ
ウ
三
唱
え
の
後
、

第
63
回
定
期
大
会
が

閉
会
し
ま
し
た
。

県連では平成30年４月より、組合委員の資格取得によ
る一層の技術・技能の向上をはかるため資格取得報償制
度を創設しました。
支給額は区分に応じて10 ,000円、6,000円、3,000円と
なっており、申請は申請様式に必要事項を記載のうえ地
域組合の組合長印を押印し、資格取得を証明する書類を
添えて県連へ郵送または直接、持参してください。
対象となる資格や申請書は県連ホームページに掲載さ
れていますので、まだ申請されていない方は、申請をお
願いします。

今年度の県連主催による独自講習は、11月24日
のフルハーネス墜落制止器具特別講習をもって終
了し、受講者数は下記のとおりとなりました。
次年度は、受講希望者数を考慮して開催を検討

しますので、受講を希望される方は県連まで連絡
をお願いします。

各種資格を取得された方はご確認ください

資格取得報奨金の申請を！

●支給実績

資格区分 平成30年 令和元年 令和２年 令和３年 令和４年
10月末

区分１ 3人 3人 7人 17人 4人
区分２ 0人 1人 0人 6人 3人
区分３ 8人 7人 12人 8人 7人
合　計 11人 11人 19人 31人 14人
支給額 54,000円 57,000円 106,000円 230,000円 79,000円

今年度の 丸のこ・フルハーネス特別教育実施報告

●丸のこ作業従事者特別教育
開催日 場所 受講者数

第１回 ７月７日（木） 県連会館 22人
累計受講者数166人

●フルハーネス墜落制止器具特別教育
開催日 場所 受講者数

第１回 ５月18日（水） 総合運動公園スタジアム内会議室 53人
第２回 11月24日（木） 県連会館 12人

合　　　計 65人
累計受講者数202人

８
月
21
日
に
青
年
部
主
催
で
予
定

し
て
い
た
「
職
人
さ
ん
に
出
会
う
日
」

の
イ
ベ
ン
ト
は
、
今
年
も
コ
ロ
ナ
禍

の
影
響
に
よ
り
中
止
と
な
り
ま
し
た

が
、
青
年
部
は
各
地
区
で
独
自
の
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
今

回
、
そ
の
活
動
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

高
岡
地
域
協
議
会
青
年
部

10
月
2
日
に
高
岡
テ
ク
ノ
ド
ー
ム

で
開
催
さ
れ
た
「
わ
く
わ
く
Ｉ
Ｍ
Ｐ

Ｌ
Ｕ
Ｓ
Ｅ
ラ
ン
ド
2
0
2
2
」
に
参

加
し
ま
し
た
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
射
水
・
高
岡
商

工
会
議
所
青
年
部
の
コ
ラ
ボ
事
業
と

し
て
開
催
さ
れ
、
参
加
し
た
青
年
部

組
合
員
は
小
学
生
と
そ
の
お
父
さ

ん
・
お
母
さ
ん
に
椅
子
の
作
り
方
を

教
え
、
非
常
に
好
評
を
得
ま
し
た
。

青
年
部
の
活
動
報
告
に
つ
い
て

福
野
建
築
組
合
青
年
部

６
月
12
日
に
南
砺
市
内
の
福
野
ひ

ま
わ
り
保
育
園
と
福
野
お
ひ
さ
ま
保

育
園
で
、
建
物
等
施
設
の
修
繕
を
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
行
い
ま
し
た
。

こ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
従
来

か
ら
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
最
近
は

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
実
施
し
て
お
ら

ず
、
今
回
は
３
年
ぶ
り
の
実
施
と
な

り
ま
し
た
。

参
加
し
た
組
合
員
は
建
築
大
工
、

配
管
工
、
塗
装
工
、
瓦
工
と
多
彩
な

職
種
の
職
人
さ
ん
で
、
総
合
的
な
補

修
に
対
応
す
る
こ
と
が
で
き
、
多
く

の
職
種
が
一
同
に
会
す
る
当
連
合
会

の
強
み
を
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
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（写真上）
加工所

（写真右）
作業中の
様子

若い世代の頑張りに期待

Ｑ　

若
い
世
代
の
大
工
に
何
か
ア
ド

バ
イ
ス
を
お
願
い
し
ま
す
。

Ａ　

自
分
の
周
り
を
見
渡
し
て
も
、

若
い
大
工
た
ち
は
本
当
に
よ
く
働
い

て
く
れ
て
い
る
と
感
心
し
て
い
る
。

し
か
し
若
手
の
大
工
は
少
な
く
、
大

工
に
と
っ
て
不
景
気
の
辛
い
時
代
に

あ
っ
て
、
残
念
な
が
ら
辞
め
て
し
ま

う
若
手
も
い
る
。
昨
今
の
D
I
Y

ブ
ー
ム
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
本
来

も
の
づ
く
り
と
い
う
も
の
は
楽
し
く

て
人
気
が
あ
り
、
そ
れ
に
通
じ
る
大

工
職
も
同
じ
く
楽
し
さ
を
も
つ
仕
事

の
は
ず
だ
が
、
東
日
本
大
震
災
を
機

に
建
築
基
準
法
が
改
正
さ
れ
、
昔
な

が
ら
の
伝
統
工
法
に
み
ら
れ
る
よ
う

な
も
の
づ
く
り
の
楽
し
さ
は
減
少
し

て
し
ま
っ
た
。
そ
ん
な
状
況
で
も
何

か
楽
し
い
こ
と
を
仕
事
の
内
に
見
つ

け
、
ど
う
か
辞
め
ず
に
大
工
を
続
け

て
頑
張
っ
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ

て
い
る
。

Ｑ　

大
工
に
な
っ
た
き
っ
か
け
は
何

で
す
か
？

Ａ　

中
学
卒
業
後
、
不
二
越
に
入
社

し
、
下
宿
し
な
が
ら
昼
は
仕
事
、
夜

は
不
二
越
工
業
高
校
の
夜
学
に
通
っ

て
い
た
。
下
宿
先
の
家
主
の
方
が
大

工
を
し
て
い
た
関
係
で
、
た
ま
に
大

工
仕
事
を
手
伝
っ
て
い
た
の
だ
が
、

「
筋
が
い
い
か
ら
大
工
に
向
い
て
い
る

の
で
な
い
か
」
と
言
わ
れ
た
こ
と
を

き
っ
か
け
に
、
20
歳
の
時
、
大
工
に

転
身
し
た
。
当
時
の
不
二
越
が
景
気

が
悪
く
希
望
退
職
者
を
募
っ
て
い
た

こ
と
や
、
逆
に
大
工
が
好
景
気
で
た

く
さ
ん
仕
事
が
あ
っ
た
こ
と
な
ど
も

大
工
に
転
身
す
る
後
押
し
に
な
っ
た

と
思
う
。

Ｑ　

弟
子
入
り
後
の
様
子
を
教
え
て

く
だ
さ
い
。

Ａ　

下
宿
先
の
家
主
だ
っ

た
棟
梁
の
元
へ
そ
の
ま
ま

弟
子
入
り
し
、
5
年
ほ
ど

修
行
し
て
い
た
の
だ
が
、

家
の
事
情
で
実
家
に
帰
る

こ
と
に
な
っ
た
た
め
、
地

元
の
工
務
店
へ
転
職
し
た
。
そ
こ
で

5
～
６
年
ほ
ど
勤
め
て
い
た
と
こ
ろ
、

あ
る
住
宅
メ
ー
カ
ー
の
仕
事
を
引
き

受
け
る
こ
と
に
な
り
、
同
じ
く
大
工

に
弟
子
入
り
し
て
い
た
不
二
越
高
校

時
代
の
同
級
生
と
2
人
で
手
が
け
る

こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
が
独
立
の

き
っ
か
け
と
な
り
、
そ
の
後
も
継
続

的
に
そ
の
メ
ー
カ
ー
住
宅
を
多
く
手

が
け
た
。

そ
の
後
、
そ
の
同
級
生
は
大
工
よ

り
も
営
業
職
の
方
が
向
い
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
、
自
ら
社
長
と
な
っ
て

仕
事
を
受
注
し
始
め
、
自
分
は
そ
の

下
で
大
工
と
し
て
現
場
を
務
め
た
。

当
時
は
建
築
ブ
ー
ム
で
大
変
忙
し
く
、

年
に
10
軒
以
上
手
が
け
、
月
に
2
軒

建
て
る
こ
と
も
あ
っ
た
ほ
ど
。
自
分

た
ち
で
は
手
が
足
り
ず
、
常
時
7
～

8
人
ほ
ど
職
人
を
雇
っ
て
仕
事
を
こ

な
し
て
い
た
。
こ
れ
ま
で
に
1
0
0

軒
以
上
建
て
た
の
で
は
な
い
か
。

現
在
で
も
そ
の
同
級
生
の
と
こ
ろ

へ
手
伝
い
に
行
く
こ
と
が
あ
り
、
実

に
50
年
以
上
の
付
き
合
い
と
な
っ
て

い
る
。

過
去
の
「
匠
」
で
も
既
報
の
と
お
り
、

令
和
5
年
10
月
1
日
か
ら
消
費
税
の
イ
ン

ボ
イ
ス
制
度
（
適
格
請
求
書
等
保
存
方
式
）

が
始
ま
り
ま
す
。

イ
ン
ボ
イ
ス
発
行
事
業
者
の
登
録
は
強

制
で
は
な
い
も
の
の
、
取
引
先
が
消
費
税

の
本
則
課
税
制
度
を
と
っ
て
い
る
場
合
、

イ
ン
ボ
イ
ス
発
行
事
業
者
で
は
な
い
事
業

者
か
ら
材
料
・
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
仕

入
額
控
除
が
で
き
な
い
た
め
消
費
税
の
支

払
額
が
増
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。（
左
上

図
参
照
）

一
方
、
取
引
先
が
簡
易
課
税
制
度
を
採

用
し
て
い
る
場
合
は
、
消
費
税
の
計
算
は

売
上
を
も
と
に
計
算
し
仕
入
控
除
は
関
係

な
い
た
め
、
イ
ン
ボ
イ
ス
発
行
事
業
で
あ

る
必
要
は
な
く
、
同
じ
く
、
取
引
先
が
個

人
の
お
客
さ
ん
で
あ
る
場
合
は
消
費
税
を

支
払
わ
な
い
た
め
、
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

令
和
5
年
10
月
1
日
か
ら
の
登
録
を
受

け
る
た
め
の
登
録
申
請
書
の
提
出
期
限
は

令
和
5
年
３
月
31
日
で
す
。
既
に
消
費
税

を
納
め
て
い
る
事
業
者
も
登
録
の
判
断
が

必
要
で
す
が
、
こ
こ
で
は
特
に
現
在
、
免

税
事
業
者
で
あ
る
事
業
者
に
向
け
て
登
録

の
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
を
ケ
ー
ス
ご

と
に
述
べ
ま
す
の
で
、
登
録
の
有
無
の
参

考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

⒈ 

イ
ン
ボ
イ
ス
発
行
事
業
者
に
な
っ
て

消
費
税
の
申
告
・
納
税
を
す
る

（
メ
リ
ッ
ト
）

・�

取
引
先
か
ら
の
発
注
は
こ
れ
ま
で
と
変

わ
ら
な
い
見
込
み
。

（
デ
メ
リ
ッ
ト
）

・�

消
費
税
の
申
告
・
納
税
が
必
要
に
な
り
、

手
取
り
の
お
金
が
減
る
。（
左
下
図
参

照
）

⒉ 

イ
ン
ボ
イ
ス
発
行
事
業
者
に
な
ら
な

い
で
、
こ
れ
ま
で
と
同
じ
取
引
先
と

取
引
を
続
け
る

（
メ
リ
ッ
ト
）

・�
小
規
模
な
事
業
者
の
ま
ま
で
あ
れ
ば
、

消
費
税
の
申
告
・
納
税
を
し
な
く
て
も

よ
い
。

（
デ
メ
リ
ッ
ト
）

・�

取
引
先
か
ら
値
引
き
を
お
願
い
さ
れ
る

か
も
し
れ
な
い
。

・�

取
引
先
か
ら
イ
ン
ボ
イ
ス
発
行
事
業
者

登
録
を
お
願
い
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。

⒊ 

イ
ン
ボ
イ
ス
発
行
事
業
者
に
な
ら
な

い
で
、
エ
ン
ド
ユ
ー
ザ
ー
向
け
の
事

業
に
切
り
替
え
る

（
メ
リ
ッ
ト
）

・�

小
規
模
な
事
業
者
の
ま
ま
で
あ
れ
ば
、

消
費
税
の
申
告
・
納
税
を
し
な
く
て
も

よ
い
。

（
デ
メ
リ
ッ
ト
）

・�

新
し
い
お
客
さ
ん
を
見
つ
け
る
た
め
に
、

常
に
営
業
活
動
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

ま
た
金
沢
国
税
局
に
よ
り
「
免
税
事
業

者
向
け
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
説
明
会
」
と

「
登
録
申
請
相
談
会
」
が
県
内
5
会
場
（
魚

津
・
富
山
・
高
岡
・
福
野
・
小
矢
部
）
で

開
催
さ
れ
ま
す
の
で
、
参
加
い
た
だ
き
制

度
を
理
解
の
う
え
、
登
録
の
判
断
を
さ
れ

る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。（
開
催
日
時
・
場

所
等
の
詳
細
は
別
添
の
チ
ラ
シ
を
参
照
し

て
く
だ
さ
い
）

新川地協　加積支部
野末　弘さん（77歳）

インボイス制度インボイス制度導入にあたって

●免税事業者
年間売上 900万円

預かり消費税 なし
年間仕入 540万円

支払い消費税
（材料等購入時に支払った消費税） 49万円

納付税額 なし
税引後利益 360万円

●課税事業者（簡易課税）
年間売上 900万円 消費税込

預かり消費税 なし
年間仕入 540万円 消費税込

支払い消費税
（材料等購入時に支払った消費税） 49万円

納付税額 36万円 売上900×税率10％－売上900×税率10％×みなし仕入率60％
税引後利益 324万円

第30回第30回
ビーチボール大会ビーチボール大会

開催される開催される

青年部協議会主催の第30回ビーチボール大会が10
月23日（日）９時から東富山体育館で３年ぶりに開催さ
れました。
７支部８チーム＋青年部役員２チームの計10チーム
が参加し、予選リーグ、決勝リーグの計15試合を戦い、
優勝は砺波Ａチームが獲得しました。

砺
波
A

西
高
岡

役
員
A

砺
波
B

役
員
B

小
矢
部

優勝 砺波A

●決勝トーナメント

●成績 優勝　砺波Ａチーム
	 ２位　小矢部チーム
	 ３位　砺波Ｂチーム　　役員Ａチーム
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中央総決起大会（日比谷
公園野外大音楽堂）

田畑衆議院議員
（尾崎秘書、丸田理事長）

野上参議院議員
（髙見常務、野村秘書、丸田理事長）

【厚生労働省・財務省宛の2023年度の国保組合予算確保に向けた要請項目】
１．�国民負担の増大に考慮し、国民医療への公費助成を拡充してください。
２．�2023年度の国保組合への国庫補助は、自然増等を含む医療費の伸びと新型
コロナウイルス感染拡大による医療費動向を適切に勘案し、現行制度の堅持
および補助水準を確保してください。

３．�国民健康保険の運営の主体は、今後とも公営国保と国保組合とし、建設国保
を育成・強化してください。　

【富山県知事への特定健診・特定保健指導に係る国保組合への助成要請項目】
・�国保組合が行う特定健診・保健指導に対して、財政支援を行ってください。

法人事業所を設立するとき 又は
個人事業所で常時５人以上の従業員を雇用するとき
●年金事務所へ「健康保険被保険者適用除外申請」手続きが必要です。
●申請用紙は当国保組合にありますので、事前にご連絡をお願いします。
●手続きが遅れると、当国保組合に残ることができない場合がありますのでご注意ください。

　有限、株式等の法人事業所及び従業員が５人以上の個人事業所は、本来、健康保険（協会け
んぽ）と厚生年金保険に強制的に加入することが法律で定められています。
　ただし、年金事務所から健康保険適用除外の承認を受けることで、当国保組合に継続して
加入することができます。

◆�法人設立日等の事実が発生した日から14日以内に年金事務所へ申請してください。
◆�従業員５人未満の個人事業所でも、厚生年金保険に加入するときは、当国保組合へ事前にご連絡ください。

事前に
当国保組合へ
ご連絡を！

国
内
に
ま
ん
延
し
た
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
新
規
陽
性
者
が

よ
う
や
く
低
下
し
て
き
た
状
況
を
踏

ま
え
、
1
年
半
ぶ
り
と
な
る
「
予
算

要
求
中
央
行
動
」
が
11
月
18
日
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

富
山
県
か
ら
は
、
西
野
県
連
副
会

長
が
全
建
総
連
中
央
執
行
委
員
と
し

て
厚
労
省
へ
の
要
請
行
動
に
も
参
加

し
、
建
設
国
保
か
ら
は
丸
田
理
事
長

と
髙
見
常
務
理
事
、
山
本
事
務
局
長

が
中
央
総
決
起
大
会
へ
参
加
後
に
地

元
国
会
議
員
要
請
を
行
な
い
ま
し
た
。

田
畑
裕
明
衆
議
院
議
員
は
、
当
日

国
保
関
係
９
団
体
が
主
催
す
る
「
国

保
制
度
改
善
全
国
大
会
」
に
自
民
党

総
務
会
（
厚
生
労
働
部
会
長
）
と
し

て
の
業
務
が
入
っ
た
こ
と
か
ら
、「
要

請
書
」
は
議
員
会
館
に
お
い
て
尾
崎

秘
書
へ
丸
田
理
事
長
よ
り
手
渡
し
ま

し
た
。

全
建
総
連
予
算
要
求
中
央
行
動

地
元
国
会
議
員
要
請
行
動

当
国
保

組
合
髙
見

常
務
理
事

が
、
富
山

県
国
民
健

康
保
険
団

体
連
合
会

よ
り
令
和
４
年
度
国
保
事
業
功
労
者

と
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

適
用
期
限
が
、
令
和
5
年
３
月
31

日
ま
で
に
延
長
と
な
り
ま
し
た
。

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
係
る
傷

病
手
当
」
の
実
施
要
領
に
つ
い
て
は
、

当
国
保
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

て
あ
り
ま
す
の
で
ご
確
認
下
さ
い
。

富
山
県
国
保
団
体

連
合
会
功
労
者
表
彰

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に

係
る
傷
病
手
当
」に
つ
い
て

野
上
浩
太
郎
参
議
院
議
員
も
所
用

で
不
在
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
議
員

会
館
に
お
い
て
野
村
秘
書
へ
2
0
2

３
年
度
国
保
予
算
要
請
の
主
旨
説
明

と
併
せ
て
、
富
山
県
県
知
事
へ
要
請

し
た
「
特
定
健
診
・
保
健
指
導
に
係

る
国
保
組
合
へ
の
助
成
要
請
書

（
写
）」
に
つ
い
て
も
内
容
を
説
明
し

支
援
要
請
を
行
な
い
ま
し
た
。

国
保
組
合

に
対
す
る
国

庫
補
助
の
現

行
水
準
確
保

を
求
め
る

「
ハ
ガ
キ
要
請

行
動（
秋
）」

に
つ
い
て
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
各
地
域

組
合
の
実
情
に
応
じ
て
の
取
組
み
と

な
り
ま
し
た
が
、「
組
合
員
一
人
2
枚

記
載
運
動
・
目
標
枚
数
7
，2
３
４

枚
」
を
上
回
る
7
，2
４
1
枚
を
結

集
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

「
手
書
き
要
請
ハ
ガ
キ
」
は
、
我
々

の
要
請
を
届
け
る
た
め
11
月
25
日
に

厚
労
省
と
財
務
省
へ
投
函
し
ま
し
た
。

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

予
算
確
保
に
向
け
た
ハ
ガ
キ
要
請

山本 興舖
（富山地協 婦中支部）

婦
中
支
部
の
青
年
部
長
を
務
め
て

お
り
ま
す
山
本
興
舗
で
す
。

私
は
高
校
を
卒
業
後
、
大
工
に
な

る
た
め
に
こ
の
建
築
業
界
に
入
り
ま

し
た
。
大
工
の
修
行
を
続
け
て
い
る

う
ち
に
自
分
の
親
方
（
棟
梁
）
の
仕

事
ぶ
り
や
作
業
内
容
か
ら
、
将
来
は

自
分
も
独
立
し
個
人
事
業
主
と
し
て

建
築
工
事
業
一
式
を
請
け
負
え
る
事

業
主
に
な
り
た
い
と
思
う
よ
う
に

な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

十
年
近
く
の
修
行
を
経
て
、
そ
ろ

そ
ろ
独
立
を
と
思
っ
て
い
た
所
に
自

分
の
親
戚
か
ら
家
の
リ
フ
ォ
ー
ム
の

話
を
頂
き
、
良
い
機
会
だ
と
思
い
独

立
を
決
意
し
ま
し
た
。

独
立
を
し
て
初
め
て
の
請
負
の
仕

事
が
親
戚
で
し
た
が
甘
え
て
は
い
け

な
い
と
思
い
、
一
お
客
様
と
し
て
家

の
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
を
請
負
ま
し
た
。

し
か
し
、
最
初
は
何
を
す
る
に
も
初

め
て
で
、
リ
フ
ォ
ー
ム
の
内
容
を
お

聞
き
す
る
打
ち
合
わ
せ
も
何
日
も
か

か
り
、
ま
た
、
そ
の
内
容
を
基
に
し

た
材
料
や
人
工
の
積
算
や
、
大
工
工

事
以
外
の
職
人
さ
ん
の
手
配
等
に
か

な
り
の
時
間
や
日
数
が
か
か
っ
て
し

ま
い
、
親
戚
に
は
大
変
迷
惑
を
か
け

て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
リ

フ
ォ
ー
ム
後
の
お
家
の
仕
上
が
り
や

使
い
勝
手
等
に
大
変
喜
ん
で
頂
き
、

満
足
し
て
も
ら
え
る
形
で
何
と
か
完

成
引
き
渡
し
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

若
者
達
へ

こ
の
迷
惑
を
か
け
て
し
ま
っ
た
と

い
う
失
敗
と
、
細
か
い
打
ち
合
わ
せ

の
お
陰
で
イ
メ
ー
ジ
通
り
、
そ
れ
以

上
の
満
足
感
を
得
て
も
ら
え
た
と
い

う
経
験
が
、
そ
の
後
大
工
仕
事
を
続

け
て
い
く
上
で
の
大
き
な
糧
と
な
り

ま
し
た
。

私
が
尊
敬
し
、
目
指
し
て
き
た
親

方
達
（
棟
梁
）
は
皆
一
様
に
、
お
客

様
と
直
接
話
を
し
て
要
望
を
聞
き
、

プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
を
立
て
、
予
算
に
見

合
っ
た
見
積
も
り
を
提
示
し
、
そ
れ

を
自
分
が
身
に
付
け
た
技
術
や
知
識

で
形
に
す
る
、
そ
し
て
現
場
で
作
業

し
て
も
ら
う
他
業
種
の
職
人
さ
ん
の

現
場
管
理
等
、
多
岐
に
わ
た
る
仕
事

内
容
を
ほ
ぼ
一
人
で
行
っ
て
い
る

方
々
で
し
た
。

私
が
そ
ん
な
親
方
達
（
棟
梁
）
に

憧
れ
た
理
由
は
、
や
は
り
自
分
で
考

え
た
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
を
自
分
の
手
で

形
に
で
き
て
、
そ
れ
を
お
客
様
に
喜

ん
で
頂
け
る
と
い
う
と
こ
ろ
で
し
た
。

も
ち
ろ
ん
、
全
て
の
責
任
を
負
う
と

い
う
リ
ス
ク
は
常
に
あ
り
ま
す
。、
そ

れ
で
も
今
ま
で
大
工
を
続
け
て
き
て

思
う
の
は
、
そ
れ
以
上
に
得
ら
れ
る

達
成
感
や
満
足
感
が
そ
れ
を
上
回
る

と
い
う
こ
と
で
し
た
。

こ
れ
か
ら
建
築
業
を
目
指
す
若
者

や
、
独
立
を
考
え
て
い
る
職
人
さ
ん

は
、
こ
れ
か
ら
身
に
付
け
る
（
身
に

付
け
た
）
技
術
や
経
験
で
、
お
客
様

に
喜
ん
で
も
ら
え
て
、
そ
の
対
価
と

し
て
お
金
も
頂
け
て
、
自
分
も
満
足

感
が
得
ら
れ
る
と
い
う
と
て
も
素
敵

な
職
業
で
す
の
で
、
リ
ス
ク
を
恐
れ

ず
に
技
術
向
上
、
知
識
向
上
を
図
り
、

建
築
業
会
を
盛
り
上
げ
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

《令和４年度特定健診　未受診の方へ》
今年度の地域建築組合の集団健診は11月に終了しましたが、当国保指
定の実施機関にてまだ受診できますので、ご自分の健康状態を知るために
も、ぜひ特定健診を受診しましょう！
当国保の指定実施機関で受けられる場合、下記健診項目（基本項目、追
加項目）の自己負担はありません。（建設国保が全額負担いたします。）

基本健診項目
（必須） 問診、身体測定、血圧測定、血液検査、診察、尿検査

追加健診項目
（選択可）

貧血検査、心電図検査、眼底検査、視力検査、聴力検査、
胃がん検査、肺がん検査、大腸がん検査、追加血液検査
（肝臓、腎臓等検査）

《インフルエンザ予防接種助成金の申請について》
10 月～ 12月にインフルエンザの予防接種を接種され助成申請をされる
場合は、年度内（令和５年３月末まで）の提出にご協力をお願いします。

1.�指定実施機関（下記）の中からご都合の良い所へ電話し、期限内の日
時を予約する。　 ※期限：令和５年１月31日 

2.地域建築組合から『特定健診の受診券』を入手する。
3.�予約日当日、『特定健診の受診券』・健康保険証・問診票を持参し、受
診する。（予約日の約１週間前までに健診機関から問診票等が届きます。）
北陸予防医学協会�富山 富山市西二俣277-３ 076-436-1244
北陸予防医学協会�高岡 高岡市金屋本町１-３ 0766-24-3221
北陸予防医学協会
とやま健診プラザ 富山市千代田町２-１ 076-471-5789

富山市医師会 富山市経堂４-１-36 076-422-4811
友愛健康医学センター 富山市婦中町中名1554-17 076-466-5544
日本健康倶楽部 富山市二口町４-３-１ 076-493-1717
JCHO高岡ふしき病院 高岡市伏木古府元町８-５ 0766-44-1250

今から受けたいときはどうすればいいの？

２月か３月なら受けれそうなんだけど…

建設国保で期限を延長した受診券を作成することもできますの
で、建設国保までご連絡ください。� <TEL：076-428-8266>

（
当
国
保
が
定
期
的
に
資
格
確
認
を
実

施
す
る
理
由
）

市
町
村
国
保
以
外
の
国
保
組
合
に

つ
い
て
は
、“
加
入
資
格
要
件
を
満
た

し
て
い
る
組
合
員
で
組
織
す
る
国
保

組
合
で
あ
る
こ
と
”
が
絶
対
条
件
と

な
っ
て
い
ま
す
。

組
合
員
と
そ
の
加
入
家
族
が
医
療

機
関
で
受
診
さ
れ
た
場
合
に
は
、
当

国
保
よ
り
総
医
療
費
の
７
割
を
超
え

る
給
付
費
用
を
医
療
機
関
へ
支
払
い

ま
す
が
、
そ
の
財
源
は
、
組
合
員
か

ら
の
保
険
料
と
国
か
ら
の
補
助
金
を

基
に
支
払
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ

の
補
助
金
の
交
付
条
件
と
し
て
「
当

国
保
が
、
加
入
要
件
を
満
た
す
者
で

組
織
さ
れ
て
い
る
国
保
組
合
で
あ
る

こ
と
」
が
必
須
条
件
と
な
っ
て
お
り
、

当
国
保
の
監
督
官
庁
で
あ
る
県
か
ら

令
和
５
年
度
は
、全
組
合
員
へ

の
資
格
確
認
を
実
施
し
ま
す
。

全部受けても無料!!（最大19,289円相当）

●
物
故
会
員
名

（
令
和
４
年
10
月
５
日
～
12
月
８
日
）

支　

部

氏　

名

年
齢

婦　

中

寺
口　

信
行

70
歳

高　

岡

宮　
　

博
治

73
歳

福　

光

橋
詰　
　

勇

65
歳

魚　

津

海
苔　

洋
二

76
歳

以
上
４
名

心
よ
り
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。

令和4年度
特定健診受診率

（12/9現在）

地域名 受診
対象者 受診者 受診率

富 山 456 180 39.5%
三 郷 21 8 38.1%
富 南 56 1 1.8%
八 幡 37 19 51.4%
岩 瀬 52 19 36.5%
四 方 44 13 29.5%
水 橋 77 42 54.5%
細 入 18 14 77.8%
婦 中 127 75 59.1%
呉 羽 170 96 56.5%
大 山 35 23 65.7%
大沢野 103 71 68.9%
八 尾 113 1 0.9%
山 田 13 12 92.3%
朝 日 115 7 6.1%
入 善 197 46 23.4%
魚 津 299 20 6.7%
立 山 105 6 5.7%
加 積 141 10 7.1%
上 市 96 0 0.0%
黒 部 215 19 8.8%
高 岡 216 119 55.1%
戸 出 109 62 56.9%
高岡東部 55 38 69.1%
西高岡 80 41 51.3%
伏 木 28 17 60.7%
太 田 32 20 62.5%
般若野 33 0 0.0%
氷 見 221 120 54.3%
小矢部 106 25 23.6%
福 岡 53 28 52.8%
新 湊 237 110 46.4%
射 水 265 112 42.3%
砺 波 137 1 0.7%
井 波 46 21 45.7%
福 光 71 4 5.6%
福 野 35 27 77.1%
城 端 53 40 75.5%
合 計 4,267 1,467 34.4%

も
原
則
３
年
毎
に
資
格
確
認
調
査
を

実
施
す
る
よ
う
求
め
ら
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
令
和
5
年
度
が
実
施
の
年

に
な
り
ま
す
。
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わ が 町 、在 所 の

ふるさと自慢ふるさと自慢
～八尾曳山祭～～八尾曳山祭～

●タテのキー
①世界人口の約ｌ/2を占めるタイや日本を含む地域
②北アメリカ大陸の大草原に住む○○○○○ドッグ
③ほっそりとした体型
④北部にはサハラ砂漠、南端には喜望峰を有する大陸
⑤肥沃な黒色土が分布するインドの広大な高原
⑥写真や映画の撮影所
⑩貼られるのはレッテル、押されるものは？
⑫おコメの値段
⑭○○○ロードは中国から続く歴史の古い東西の交通路
⑮自動車産業が盛んな米国ミシガン州の工業都市
⑯父・観阿弥と共に有名な室町時代の能楽師
⑱熱帯地域で局地的に激しく降るにわか雨
㉑ハワイ諸島の中で二番目に大きい島
㉓北極周辺に広がる永久凍土地帯
㉔手のひらの反対側
㉖何かをやろうとするガッツ
㉘チリで多く産出される元素記号「Ｃｕ」の鉱物
㉙スジがたくさんある茎を煮て食べる山菜

●ヨコのキー
①スイスの大半を占め、モンブランを最高峰とする山脈
④南アメリカ大陸の西側を南北に連なる世界最長の山脈
⑦浮き彫りにして立体感を持たせた彫刻
⑧がっくりと○○を落とす
⑨ピピッと起きる時間を知らせる目覚ましの音
⑪負けた相手に再度挑戦！
⑬グラッセにする木の実
⑭塩分濃度が非常に高いことで有名なヨルダンの塩湖
⑮軽油が燃料の車や発動機
⑰うまみをしぽり取った残り
⑲キロの上の重さの単位
⑳サタン、デビル
㉒つかむと早く上達する
㉔税金は含まれています
㉕「音楽の都」と呼ばれるオーストリアの首都
㉗会社の人事○○○
㉙ノルウェーの美しい海岸線を形成する細長く切れ込んだ入り江
のこと

㉚イタリアのピサのものは傾いている
㉛世界最大級のナイアガラはアメリカとカナダの国境に位置する

いろんなお国柄 ～世界を巡ろう～

●先回の解答　ロマネスク
●当選者　厳正な抽選の結果、次の４名の方に決定しました。 
〈当選者名〉（敬称略） 
加藤　重和（氷　見）　　朽木　俊彦（新　湊）　　高田　由美子（小矢部）
松田　恵子（高岡南）

●応募方法　Ａ〜Ｉの文字を順番に並べてできた言葉（解答）と郵便番号・住所・支部
名・氏名・年齢・電話番号を記入の上、下記までお送りください。FAXでも受け付けま
す。５名様（正解者多数の場合は抽選）に1,000円分の図書券を進呈します。解答
と当選者は匠214号で発表します。
●応募締切日　令和5年2月25日（土）消印有効
●送付先
・〒939-8251 富山市西荒屋25-４ 富山県建築組合連合会 クロスワードパズル係
・FAX：076-428-8277

●
今
回
の
お
父
さ
ん

富
山
地
協　

呉
羽
支
部
中
山�

剛
徳
さ
ん

富
山
市
立
呉
羽
小
学
校
１
年

中
山�　

花
さ
ん

わ
た
し
の
お
と
う
さ
ん
は
、
だ
い
く
さ
ん
で
す
。　
　
　
　
　

は
る
や
す
み
に
、
げ
ん
ば
に
つ
れ
て
い
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
木

が
た
く
さ
ん
あ
っ
て
、
木
の
い
い
に
お
い
が
し
ま
し
た
。
ゆ
か
を

は
る
と
き
に
、
ど
う
ぐ
で
く
ぎ
を
う
っ
て
い
ま
し
た
。
ど
う
ぐ
の

つ
か
い
か
た
を
お
し
え
て
も
ら
い
た
い
と
お
も
い
ま
し
た
。　
　

わ
た
し
の
い
え
を
お
と
う
さ
ん
が
た
て
て
く
れ
ま
し
た
。
わ
た

し
が
１
さ
い
の
と
き
な
の
で
お
ぼ
え
て
い
ま
せ
ん
。
で
も
と
て
も

す
み
ご
こ
ち
が
よ
い
で
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
ろ
い
ろ
な
お
き
ゃ
く
さ
ん
の
た
め
に
、
お
う
ち
を
つ
く
る
お

と
う
さ
ん
が
す
て
き
で
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
や
す
み
の
日
は
あ
そ
ん
で
く
れ
て
う
れ
し
い
で
す
。
で
も
つ

か
れ
て
い
る
と
お
も
う
の
で
、
ゆ
っ
く
り
や
す
ん
で
ほ
し
い
と
お

も
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

八
尾
町
と
い
え
ば
「
お
わ
ら
風

の
盆
」
が
一
番
に
思
い
浮
か
ぶ
か

と
思
い
ま
す
が
、
今
回
は
八
尾
曳

山
祭
を
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

県
内
に
は
高
岡
御
車
山
祭
、
城

端
曳
山
祭
、
新
湊
曳
山
祭
、
伏
木

曳
山
祭
、
岩
瀬
曳
山
祭
な
ど
数
々

の
魅
力
的
な
曳
山
祭
が
あ
り
ま
す
。

わ
が
八
尾
町
の
曳
山
は
、
江
戸
時

代
に
養
蚕
業
や
八
尾
和
紙
で
豊
か

な
財
力
を
誇
り
富
山
藩
の
御お

納な
ん

戸ど

所
と
し
て
栄
華
を
極
め
た
町
人
文

化
で
す
。
祭
り
は
毎
年
5
月
３
日

に
行
わ
れ
、
八
尾
八
幡
社
の
春
季

祭
礼
で
す
。
八
尾
町
市
街
地
の
内

６
町
（
上
新
町
、
東
町
、

西
町
、
今
町
、
諏
訪
町
、

下
新
町
）
が
曳
山
、
1

町
（
鏡
町
）
が
獅
子
を

そ
れ
ぞ
れ
保
有
し
、
祭

礼
を
執
り
行
っ
て
い
ま

す
。起

源
は
、
1
７
４
1

年
（
寛
保
元
年
）
に
上

新
町
が
華
山
を
製
作
し
、

在
原
業
平
の
人
形
と
役

者
を
乗
せ
練
り
回
し
た

の
が
起
源
と
さ
れ
、
そ

の
後
他
の
町
も
順
次
曳

山
を
製
作
し
、
明
治
時

代
中
期
に
は
６
基
と
な

り
現
在
に
至
っ
て
い
ま

す
。曳

山
の
特
徴
は
、
６

基
共
々
高
さ
６
・
８
ｍ

～
７
・
5
ｍ
、
長
さ
約

2
・
5
ｍ
（
前
後
梶
棒
間
5
・
5

ｍ
）、
幅
約
2
・
75
ｍ
（
車
輪
間
）、

重
さ
約
４
ｔ
、
二
層
構
造
屋
台
式
の

彫
刻
山
で
す
。
屋
根
は
八
ツ
棟
造
り
、

上
層
の
漆
塗
り
に
彫
金
が
施
さ
れ
た

四
本
柱
に
は
各
町
の
紋
が
入
っ
た
天

幕
が
張
ら
れ
、
中
に
は
京
都
の
人
形

師
や
富
山
藩
の
大
仏
師
な
ど
が
手
掛

け
た
御
神
体
が
供
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
神
係
（
神
様
の
お
世
話
か
か
り
）、

四
本
柱
の
管
理
係
、
そ
し
て
子
供
達

が
乗
り
込
み
ま
す
。
下
層
に
は
、

前
・
左
右
に
御
簾
が
掛
け
ら
れ
、
中

に
三
味
線
・
横
笛
・
太
鼓
の
囃
子
方

が
乗
り
込
み
ま
す
。
各
面
に
は
他
に

類
の
な
い
よ
う
な
素
晴
ら
し
い
彫

刻
が
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

祭
り
の
日
程
は
４
月
下
旬
の
安

全
祈
願
祭
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
5

月
1
日
に
調ち

ょ
う
び
き曳、
5
月
３
日
明
け

方
に
各
公
民
館
に
て
神
事
を
行
っ

て
御
神
体
を
曳
山
に
乗
せ
ま
す
。

早
朝
に
な
る
と
獅
子
舞
、
神
輿
、

各
曳
山
が
聞
名
寺
の
参
道
に
整
列

し
、
獅
子
舞
の
先
導
で
神
輿
そ
し

て
1
番
山
よ
り
曳
だ
し
、
町
を
巡

行
し
ま
す
。

日
本
の
道
1
0
0
選
に
選
ば
れ

た
諏
訪
町
本
通
り
や
、
東
新
町
の

情
緒
あ
る
石
畳
の
道
を
曳
き
廻
す

ほ
か
、
辻
々
の
角
回
し
で
は
、
下

は
未
就
学
児
か
ら
上
は
80
代
ま
で

の
各
町
の
曳
手
が
警
護
の
指
示
の

も
と
、
太
鼓
が
打
ち
鳴
ら
さ
れ
る

中
、
呼
吸
と
力
を
合
わ
せ
て
一
気

に
車
輪
を
軋
ま
せ
角
を
ま
わ
し
ま

す
。
夜
は
彫
刻
を
外
し
、
提
灯

（
約
４
0
0
）
を
付
け
、
提
灯
山

と
な
り
ま
す
。

特
筆
す
べ
き
は
、
約
50
ｍ
の
高

低
差
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
ほ
ど
の
高
低
差
の
町
を
曳
く

曳
山
は
他
県
で
も
無
い
の
で
は
な

い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
伝
統
あ
る
曳
山
祭

で
す
が
、
少
子
化
に
よ
り
担
い
手

が
少
な
い
の
が
現
状
で
す
。

組
合
員
の
皆
様
、
ぜ
ひ
5
月
３

日
の
八
尾
曳
山
祭
を
観
に
、
そ
し

て
曳
き
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

（
寄
稿
者
／
八
尾
支
部　

花
木
浩
和
）
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